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1 目     的

当場の草地は,放牧初期の早春及び放牧末期の晩秋にグ

ラステタニー様疾患 (低マグネシウム血症 )の発生しやす

い環境条件下にある4)。 第 1報めにおいては Mg C120 5%

水溶液を血漿中 Mg濃度が低下する放牧初期の早春に自由

飲水させて著しい低下を防ぐことができたことを報告した。

本試験では,血禁中 M8濃度の低下が認められる放牧末期

の晩秋に,再度 MgC120 5%水 溶液を自由飲水させた場合

の低マグネシウム血症の予防効果を検討した。

2試 験 方 法

試 験 地 : 福島県畜産試験場沼尻支場 標高 9602,年
平均気温 7℃

供 試 牛 : 当場繁養黒毛和種雌牛 8頭を供試した。

区 構 成 : 8頭の供試牛を表 1の通 り2区に分け,真水

及びMgC120 5%水溶液を自由飲水させた。Mg012 0 5%

水溶液の給与期間を10月 4日 から終牧日の11月 1日 までと

した。

表 : 区 構 成

放牧方法 : 供試牛は 5月 から10月 1日 まで小牧区輪換放

牧地に昼夜放牧し,10月 2日 から昼夜 連続放牧を開始し
た。

供試牧区 : 両牧区とも地形 面積がほぼ同様になるよう
に隣接に牧区を設定 した。

給水施設 : 給水楢 (ド ラム缶 )は同形のものとし,隣接

した位置で供試した。

調査項目 : 飲水量は両区とも毎日午前 9時に測定 し,

MgC12水溶液のf.A与期間を表2の ことく6期に分けて日飲

水量を比較した。血液は午前 9時に採取 し,一部をヘマト

クリット値,赤血球数 ,自血球数の測定に供し,残 りを直

ちに血栞分離してその一部をミネラル分析に供した。供試

牛の体重はMgC12 0 5%水溶液の給与前 (lll月 2日 )及び

給与終了後 (11月 1日 )にそれぞれ測定した。

表 2 給与期の区分
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3結    果

1 両区における体重500″ 当たりの日飲水量を表 3に示
した。日飲水量はI期及びlll期 においてI区で有意な増加

を示したが,その他の期には差が認められなかった。 1期

～Ⅲ期まで,及び全期の体重500″ 当たりの日飲水量はI

区で279ι /500"及び263ι /500り であり,また M8日

摂取量は 1～皿期で356′ /500ん,,全期で336′ /500た,

と前報つの結果に近い値を得た (表 4)。

表 3 各期における日飲水量 (`/日 /体重500″ )

注  * : Pく(005, ** i Pく (001, *** , Pく (0001,

n S, P>005

表 4 Mg C12及び Mg日 摂取量 (′ /日ノ体重 500″ )
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2 血栞中ミネラル濃度は表5の通りである。表中の値は,
無投与期 (放牧 )は 2回 ,投与期 (放牧 )は 5回 ,無投与

期 (舎飼 )は 2回採血し,その測定値の平均値で示した。

また有意差検定は各測定日の値を処理区間で対のある差に

よって検定を行った。血栞中Mg濃度は投与前の無投与期
において平均値及び最低ともにⅡ区が低い値を示したが ,

投与期においてはI区が著しく低下したのに対してⅡ区で

は逆に上昇し,平均値及び最低値ともに I区より高い値を

示 した。投与後の無投与期には,両区の差が小さくなり有

意な差は認められなかった。血奨 C8/Mg比及び血栞 K/
Mg比は,と もにⅡ区が 1区よりも低く,投与期において I

区が著しい上昇を示 したのに対しⅡ区では減少し,舎飼期

まで低い値で移行した。血奨中C8,К ,P濃度は両区と
も同様な傾向で推移して両区間に大差は認められなかった。

投与期における03/Mg比の最大値はI区で 2420, I区
で815で あり,K/Mg比 ではI区で6056,I区で 1613
であった。

表 5 血栞中ミネラル濃度

たこ  1) * ; Pく (005, ** : Pく (001
2)調査月日
無投与期 (放牧 ),9/20,10/2
投 与 期 (放牧 ),10/9,16,22,29,11/1
無投与期 (舎飼 ),11/11,26

3 投与期の前後における供試牛の体重変化を表 6に示し
た。投与期間内に分娩したものについては分娩後の11月 1

日の体重に産子生体重を加算して投与後の体重とした。画

区とも1頭ずつ体重の減少したものが認められ,減少量を

投与前体重に対するパーセントα)で表わすと, I区 では

095%で あり,I区で050%であった。平均値では両区と
も増加しておりI区の方がやや大きい値を示したが両区間

に大差は認められなかった。

表 6 供試牛の体重変化

注 a)55816分娩の早期死産産子体重を除く。

4 赤血球数 ,自血球数及び比値を測定した。測定は両区
ともに投与終了日,及び投与終了10日後,25日 後とした。
ヘマトクリット値の正常値を24%～ 46%(平均35%)と す

れば3),両区ともに正常値の範囲内にあり,I区がやや下
限に近い値を示した。赤血球の正常値を1続 当たり500万

～ 1,000万 (平均 700万 )と するとめ,最低値では■区が

投与終了日に, また I区では投与終了10日 後に正常値の下

限を下まわり,I区では投与終了 10日後には全頭とも正常
範囲にあった。正常値を1翻 当たり4千 ～ 12千個 とする

とつ, I区は各測定日とも全頭正常範囲にあった。■区で

は投与終了日において最低値が正常値の下限を下まわった

が,投与終了10月 以降は増カロし,全頭とも正常範囲内にあ

った。

4 考

MgC12 0 5%水溶液の飲水量は,投与後 6日 ～ 11日 の間

に真水より増加する傾を示した。M8の日摂取量は全期を
通じて平均 3867/500″ であり,MgO重量に換算すると
5577に相当し,MgOを用いた自由飲水投与法2)よ りも,
より多くMgを摂取させることが出来た。血禁中の Mg濃

度は投与期中には低下は認められず,血漿 Ca/Mg比 の上
昇も認められなかったことから,MgC12 0 5%水溶液を自

由飲水させることによって,晩秋の低 Mg血症を防ぐこと
ができるものと考えられた。Ⅱt値,赤血球数, 自血球数
ともに投与終了後 10日 目には全頭とも正常範囲内にあり,

体重減少も殆んど認められず,MgC12投与による牛体への

障害は殆んどないものと考えられた。
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